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＜論文審査結果の要旨＞ 

 海洋の植物プランクトン群集の細胞サイズ分布を観測することは、海洋の炭素循環の変動予測のた

めに必要である。連続的に広域な観測を行うためには、人工衛星を利用した海洋リモートセンシングが

有用である。既存の海洋リモートセンシングでは、主に現場海洋で得られた経験式をもとに、細胞サイ

ズ分布が推定されている。しかし、現場海洋には様々な細胞サイズの植物プランクトンが混在するた

め、群集の生物量と光学特性の関係を応用しての細胞サイズ分布の推定にとどまっている。それに対

し本論文は、単一種の植物プランクトンの培養実験による細胞サイズの光学特性に対する影響評価を

行ったうえで、光吸収サイズ指数と光散乱サイズ指数を新たに提案し、現場海洋における植物プランク

トン群集の細胞サイズ分布の推定を行った。現場海洋において、光吸収サイズ指数と吸収係数の関係

及び光散乱サイズ指数と散乱係数の関係は、培養実験の植物プランクトンの単一種における関係と同

様であった。このことは、本研究で構築したサイズ指数が、植物プランクトンの細胞サイズ分布を示す

指標として有用であることを示し、光学特性から直接的に細胞サイズ分布を推定できる可能性を示して

いる。将来的には、人工衛星を用いて吸収係数と散乱係数を検出し、広域の植物プランクトン群集の

サイズ指数を連続的に観測することで、海洋の炭素循環変動予測に展望を与え、生物海洋学、または

衛星生物海洋学の分野の発展において大きく貢献する。したがって本論文は、博士（工学）の学位論

文として十分な価値を有するものと認める。 

 

 


